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f い はなし 

幣の話 

s ® g 田 中 蒈文 

一、哪 is 没使〇你槪 

さう ざラ 允う じ がいき々う 

創造當時の槪况 

われ < げん ys かうし くわへ s めいぢゐしん 先 s - tfs ぶんめ ss 1 C ふ 3 S vs 々うし S かうあん3うざう 

我々*>現在行使してゐる貨幣は明治維新に泰西文明移入の際、西洋式に考案創造さ 
れた ものである。 

維新當時使はれてゐたぎ幣は 

聆んくわへ s 乙ばん ぶ ぶ しゆとう 

金貨幣大判、小判、二分、一分、二朱等 

ぎんぐ わへ S ちゃうぎん念めいたぎん ぶぎん しゆぎん 

銀貨幣丁 銀、 豆板銀、一分銀、一朱銀 

どう 4r ふ てんはう もんぜん くわんえい％んぞん ぶん啓う もんぜん くわんえい1んぜん 

銅 錢天保百文錢 、寬永 四文錢 、文久 四文錢 、寬永一文 錢 
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精鐡錢寬永四文錢、间一文錢(精— に 铢錢 、縞 錢、又ビタ5ともぃ はれた) ずの m 41 

が iJIISll ^ v ? まに P され、囊 i にはゃ駿货の rf 、そ^ 

め S -5 しん-»いふ だじ々ぅぐわん》つ a つかぅ « r またぐわい c .<« r んく b ?9 V ^9 №2 

明治新政府の太政*!！:^が發行されて居 b 、 又外國銀貨も通用を許されてゐるとい ふ 
11で、その gi は m l : , c しぃものでぁった。 P の K のれで te 記 sr して航 
はれたのは、二分金と 一^銀とである•か、夫等には品質の劣つたもの•か41®^? li ^ じてゐ 

た。その震な ms ^-^ には PF ^ K び S の氍 rr - o ? s 絮を 
かめてゐたのでぁる。^慰ょ-がの繫 < 8rIS に繫て、影、££ 51 、 
廣島、福岡、鹿兒島等の大藩で齡に是等の酽造«1£叫ってゐた軒は〉1||の|歡であ 
ったし^ Mr も於&かにぐがんでゐた。影 Mr もこの41?な凝 

を緊ポ IT って sill-hlTi く ， kr 、 「鬆」 i.5«5pw してが 

然と認めてゐたのである。 

斯くの如く m 幣の種類の多い上廣 I 貨幣迄が盛んに橫衍してゐる，!!であるから f 
場の取引は非常に妨げられたし、^<金獻航が^?初がを！！してゐて^似：？ 
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價の稱へ方の相異等今日吾々の想像以上錯雜を極めてゐたものである。まして外國人 

< ベつ ようい そう < つう かくこく こうし9やうじ ぐわへいとう つい 

には その區別*>容易でなく一層の苦痛であるた め、 各國の公使領事から貨幣統一に就 
て屢ハ建議があつた。政府に於ても貨幣の紛雜は貿易の發展に大なる障害たるのみな 
らす 、海外に比して は我 國人の金銀に就ての知識の乏しきため外國人に利を纪はれ 、我 

- S んぎんくわ かひあつ ぐわい C . ぐじんう〇•わ允 かんしやうぞくしゆつ いしゆつ允がく のぼ じ//せ/-ひ T 

金銀貨を買集め外國人に賣渡す奸商♦か績出し、その移出多額に上り、荏苒日を送れば 
.巨多な國損の恐るべきものあるに依り、明治政府としては維新創業の際、內外多事な 
ろにも拘はらす、斷然貨幣を改鑄する事になつたので ある。 

上 C . はま とうやうぎんかう てう S X めいぢ ねんしゃう <* わつ げつかんだけ tc .11 まかう *. いぐわい 

橫濱の東洋銀行の調査に依れば、明治二年正月のーヶ月間丈で橫濱港ょり海外に 
輸出された一分銀は貳百萬枚(五拾萬雨)との事である。 

そのごくわへいせいど かいせい わがざう f いきょぐ % rlr はつかう 啓ん sf んぐわ か S ぐわい お ひか Ixtt け/; 

其後貨幣制度を改正し我造幣局に於て發行した金銀貨も、海外に於ける比價と尙權 
衡の當を得なかつた ため、 明治 四 年ょ b 十七年迄に新鑄の金貨、其鑄造發行高五千五 

• U ふょ9:ん*ん うち せん3ん X d ; ん*ん またぎん<わ はつかう；！ぐ V //じふ i . 4//*ん うちいつせん 

百拾餘萬圆の中四千參百餘萬圆 、又 銀貨も發行額四千八百八拾餘萬圆の中壹千九百四 

じふ J : 逢ん東人 かいぐわい C うしゆつ ttft め S -5 «/,どう il 人4で わがかいくわんでい c S 人ぎ// 

拾餘萬圆は海外に流出した。尙明治五年ょり同十七年迄の我海關を出入した金銀は 



輸入 四千二百九十三萬六千餘圓 
輸出 一僚千二百四十五萬圆 
差引輸出超過六千九百五十餘萬圆 
とい ふ夥しい數宇に上つてゐ る。 

ざう f い霣よく さう”つ ぐわへいちラ10ラ 

造幣局の創立と貨幣鑄造 

W - SA う c /» めい •« ぐわん n ん C- わつ 3 んよけんくわ v» けいじむ；！ i をか &9 を IX & K へ * tt 9 くわ *. いち う め s 

慶應四年(明治元年)二月參與兼會計事務掛三岡八郞 、小 原仁兵衞に寶貨改鑄を命 
じ、久世治作に其取調べの事務を擔當 させ、 京都二條の金座中に貨幣’析所を 設け、 
四月には 會，計官中に貨幣司を置いたが、百事草創の際財政が意の如くならぬので、 
前述の劣位な金銀貨や天保百文錢を鋳造したに過ぎなかつた。 

其年の四月に^:幣改鋳の議が決した 時、 丁度英國政府が東洋貿易の爲め設けてゐた 

■ホン n ンざうへい*よ< つ* ** ふじやう ttsRM く ut そ CS かい えいし♦う てへ まん 

番港造幣局を飾合上廢局する事になつてゐたので其器械を英商ガラバの手を經て六萬 
弗で買入れる事になつた。 そこで 大阪川崎村の舊幕府米麋の址に今の造幣局を建築す 
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•る事に なり、 英人クォ ー ト，スをして工場を築造させてゐる中途火災其他の故障から 
ヂ間取れ！！年の秋に漸く齡成した。 f 總費职に九十五萬五千二百圓を要したとの事で 
ある。 

Z ぐわへいか S す> う だんぜん珍う - C い あらた ざう f い含上くしんせつ とも やうし9す>うざうはふ 3いよう た 

•此の貨幣改鑄は斷然舊制を改め、造幣局の新設と共に洋式の鑄造法を採用する爲め 

とう々うぎんかう いらい えいじん 鼉と申ン n ンざうへい&よく-^ち々う ざうへ S し w > ちやう 

に東洋銀行1:依頼し、英人クヰリアム•キンドル(元香港造幣局々長)を造幣首長と 
して その他 十 M 人の外人と辦に雇聘 する 事と な b 、 明治八年の滿期迄其職に就かせて 
ゐたので ある。 

政府では洋式ず幣に改鑄す る 事になつた ♦か、 形ゃ價位は昔の ままに、 Ml •分•朱を 

9 ^ はず しか S ん上おは <» た 65 しげのぶ およぴざゥへいはんじく せ ぢ 3 く けんぎ 洛とプ けい 

用ゐる筈だった。併し參與大隈八太郞(重信)及造幣判事久世治作の建議に基き、形 
狀は丸くし、價位は十進法とする事に決定し、貨幣の本位に就ては東洋諸國が皆銀本 
がであるから我國も之に傚って銀本位としたが、財政講究の爲め渡米中の大藏少輔伊 
藤博文から明治三年十二月近世歐米の情勢に鑑み金本位制に爲すべき意見を寄せて來 
SI . たので、大藏卿は其の意見を把 b 金本位制にすべき議を太政官に稟申し其允許を得 
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て四年五月十日新貨條例を布吿し. 

木位 f 一 j 十圓、4■圓、五 la 、 二圆、一圓 
補 i 貨五十錢、二十錢、十錢、五錢 

補助鍊貨一錢、半錢 、一 厘 • 

しゆ ft かかく*>いかう •« やうぼうえ&ぺん P た ペク 展んぎん <わは p かう *んぎん fb•• 

の十二種とこの外各開港場貿易便利の爲め別に一圓銀貨を發行した。一圓銀貨は貿易 
銀と稱し貿易の取引か外國人の納税の外は一般には通用出來ぬものである。(布吿は四年 

に出た♦か、金銀銅貨、«易銀等三年記年の棰印を以て鏞造 S れてゐ る) 

郎の叛搬と.齡 Q 概谢 

一^〇聪からの k 於は、^ • が•艇％は嫩船 m 搬対レぃって^-、*」 i ぃ4斯網 

はなかった。齡は鬆製影 i を f したもので、その1!が爾 sm し fe 齡 

.が裏面中央に漢字で香港壹圓と記されてゐるのでょくわか.る。！^國で新貨條例にょり 

‘はつかう K うえ》 * んぎ//しつ 5やう と％ まつたホン„ンいち*んぎん frttfa ん cb フ At う 

發行した貿易一圓銀は、質、量、徑共に全く香港壹圓銀と同じで、三年十二月の伊藤 
:博文の意見書を見ても「我が國の銀貨幣の制法は(制度法律)香港に^て英國纪4:の 
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r * J : う ぜいはふ •とプ か 其ん きじゅんか » ホンコンいち*{んぎんぐゎ 3いよう 

逾用した制法に基けり」と書かれてあり、圓といふ基準價位は香港壹圆銀貨より採用 


■ 


•: 



こと めいはく 

された事は明白である。 

わ 豸んぎんどぅくわへい A よぴぼぅえきぎんプあん おい かゐ孩 ねんとぅ 

我♦か金銀銅貨幣及貿易銀は11案に於ても、價位、記年等 

) IX うし S まつ%:ホン3ンぎん おな た1.*へぅめんぢょ<ゎぅざ5 かは 

表の方式は全く香港銀と同じといへる。唯表面女皇の像の代 
りに龍が附けられてゐるのは、我邦では天皇陛下の御尊像 


香を i はす？ぃ斬とぎ憩 一 f ぁるの 

港 こらいてんのう II うしよう ” s うもつ 

で古來天皇を奉頌するに龍を以てしたからなのである。 

みぎ 5いう めいぢ ねん くわへいはふ-«:いてい S ぜん くわへいおよ of ぼう 

貨右の理由から明治三十年の貨幣法制定以前の貨幣及び貿 
易銀では龍の圖の附いてゐ る 方が必らす表面で 一回、五十 


おを お It 71と か ばんせい けい 



ぜん せんとう おは 


をれ うら 


は錢、二錢等と大きく書かれてゐても夫は萬なのでぁる。 

又 一 MI 銅貨や明治二十二年ょり發げされた白銅 If / には龍 
I の閫はないが、是等|:は氣花御紋章がぁり、その御紋章の 
方•か表面なので我國民の皇室の御稜威を仰ぐ思想•か嚴然として認められる" 


、 r^r^rAr> Original from 
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しんく b ちう！〇う つい 


允ラじし々 109と C し xr 


をのひん b 籌ん ぎふ 


§_ 猶ほこの新貨の鑄造に就て、當事者•か最も苦心したのは、其品位及び金と銀との雙 
Mr 褽 mspi < r 起め於で、 P の俗に S ては百於黯して起めたも 


のである 


0 


ぐわ fs へん 

貨幣の變遷 


31 机歡栻の fe にはァラビャ幻字 Tr 丨マ字等はなかった*>明" r ハ年の«正で、銀銅 

ぼう尤*0舻ん |んじ >ょ じ*»&%& 乙れ»うえ S し々ラれ s 

貨、貿易銀にはァラビャ文字及びロー マ 字でその價位を表はした。是は貿易を奬勵 し、 
外國人との t 引を¥大 し、 授受の圓滑を計る爲めで ぁる。 

つ 》うせ s 乙籌んぎん >上 めいぢ At いふせいぎう ぶ®ん ぶ fir んとう めいぢ »//ぐわつ—ウ 

次いで舊制の古金銀及び明治政府製造の二分金、一分銀等は明治十年十二月を以て 
新貨と引：^を停止された。明治十一年には貿易一圓銀*>內地諸税納方をはじめ其他公 
私一般の拂方にも其高の制限なく用ゐられる事となつた爲め玆に於て金銀兩本位制の 
飢；一 ㈤ し、がち十九料ょ-^初奶衍に於て紙が , r が換されるに至 b 全"く純然たる金銀 
mi 本位制♦か確ぬされたので ぁる。 
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てん^ぅ 事んめいぢ ねん しんくわでぅれい 〇んつぅよラ さだ«1ん ぐわつかぎ S 

天保百文錢は明治四年の新貨條例にょつて八厘通用と定められ、 二十 四年 十二月 限 


つうよう きん 

通用を禁じられた 


ひと けん& てっ<-< め S - S ねん&つぶ 乙と セし 

人1:嫌忌されてゐた鐡錢は明治六年に鑄潰してもよい事になつた爲め知らす < の 


てつせん めいぢ «./. 6 つぶ C . と 

治六年に鑄潰してもょい 

やう tt ん かん？： つひ しぜん Vr めつ 


うち つうょうで& 冷う rt 入 かん**つひ しぜん •«• うめつ しな ね〇 くわ7 

內に通用出來ないものの様一般から考へられ遂に自然消滅して仕舞ひ、三十年の貨幣 

はふ ょ はんぜん 豸んし こと VS 3 くめい * いふ じ ざ， 

法に依つ て 判然と禁止される事に なつた •か、 この 政策は明治政府に とつて 實に大なる 

こ* r せ注 

功績といへる 


〇 


黯の炉 v 術んに K され繫1 r 誔 r , 受けてゐる •かその 議脂を 
P された i で？ pfcMI 靡凝な ので ぁる。この ■は i fl の燹盔 
i 、 溶 i の斬を rf ので ぁるが 、 S 十 f らは f & i 1 S も sral 孤 


こと 


;彳 V けん > xr . v ん よ もし t // ぜしぶ 

はれる事と なつたので ある。(世間で一般に古錢と呼ばれる一文錢全部) 


a . 乙こ みん.{，ん «t せ 1 C X ご* せ/-乙と くわ // it/. 乙と 

扭て此處で民間でょく用ゐられる錢の呼び聲に十錢の事を一貫、二十五錢の事を一 

^ こと ひ啓 X こと つ ふしん ひと お it ち J : 9とか c 4 r つ A 

分といふ事や疋 i 呼ばれる事に就て不審がる人•か多いから、一寸解說し- t 見る。 


ぜに X ご展 


めい - C *1/,ぐわつふ C . く X 

明治四年五月の布告に依つて 
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しん¢4 PA 

新貨八厘 


同 

ど^ 

同 

どう 

同 

どラ 

同 


二厘 

5>ん まぅ 

一厘五毛 

9ん 

一厘 
り// 

一厘 

りん 

一厘 


てん^う もんぜん 

天保百文錢 

どうくわん九い*もんせん 

銅寬永四文錢 

どうぶんきう もんせん 

銅文久四文錢 

どうくわんえいもんせん 

銅寬永一文錢 

せいてつ ％んせん 3:s 

精鐵四文錢(八枚) 

せいてつ 1〇んせん まいどう 

精鐵一文錢(十六枚)同 
と定められた ♦か、 一般人民は明治初年に 

てんか Ik んぜに3う«»んい力0やうつ S じつぐわん 8//お ん 3 だめ 

天下一般錢相場金壹兩に付拾貫文に御定 

ぁひな53ふらふぁひだこのむ：2ぁひ*!つし》ふらふ乙と 

相成候間此旨相達候事 
ぁつた布$が頭に泌みこんで雨が圓とな 
っても祇じ!！|:财ひ、一圆は十賞、、十錢は^*-一錢は1|-、一厘(卽ち銅寬永一文 
錢)は十文と脱へる樣になつた。又 1 M 1 は K . かであるから一圓の四分の一卽ち二十五 

X 


LC 


ITY 
omRS 
frE 

al lv 

n N 

gu 

or o 


E 



錢を一分と呼んだので ある。 


D 
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つぎ いま *0 うくわん ぎれい ばあ o > ひ& めいし上うつ*.これ むかし 

次に今でも舊惯にょる儀禮の場合には疋といふ名稱を使つてゐるが、.之は昔から一* 

VS もん 霣んい 4 PP やう ぐわん％ん もん さだ す*« &んいち9々う び曾ぶ び》 

疋は十文で金壹兩を四貫文(四千文)と定め卽，ち金壹兩は四百疋故一分は百疋である 

、; * . 

、、、/•、、、為、、、、、、、、、、、 りゃう系ん おな と P あつか 采ら 

から、 四進法であつた雨が十進法の圓とな つても、 兩 、圆を 同じに取扱つて一圓が 四 
百疋 —— 二十五錢•か百疋——一疋が二照五毛といふ勘定 C なる。 それ故金千疋 と! E い 

つふ 戈ん せんはい 乙泰 

て.ある包なら二圆五十錢入つてゐるといふ事 



寬 

永 

一 

文 

錢 

表 

裘 


になる ので ある。 

わ*!しど！*.えぅせぅ.1;*;い ナ乙 あた3:た もの てん 

私共の幼少時代、少し頭の足りない者を天 
保錢 といつ てあだ名したものだが、是も一錢 


すこ た 〇ん10>采 ところ 啓 

に少し足りない(八 M 故)といふ所から來てゐるので ある 


〇 


めいぢ ねん につしんえ啓 けつくわ しん乙く し％のぜきでうやく 

明治二十七八年の日淸役の結果、淸國から下關條約によつて 


ITY 
omRS 
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al lv 
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gu 

or o 
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軍费賠償金銀二億萬 m 奉天半島還附 _ 金銀三千萬兩威—守備費 _ 金銀二百萬兩 


Aft 銀二®一一千二百 m 兩 

9 やうしう こと 乙れ およ 

を領收する事になり是を T3 ンドン及びべ 


咨ん ひ*か じゆうらいけんあん 

ンで金と引換へ、從來懸案とされな♦から 


Igl 

Di 
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ばくだい じゆん cr 霣ん 

莫大な準備金 
を要するので 
逡巡してゐた 

» ん《 /,& - H-S だ // j 

金本位制を斷 
然施行する運 

びに 於弧 b 、 歌にす asK ?:< か衍^れるに致った。 

卽ち明治三十年五月貨幣法を制定し、從來の金の比價を倍位に上ぼせたのである。 
これは今日の言葉で云へば、金の平價を切下げた事で、同時に^:幣の圖案も改正され、. 
そして 金本位制と なり 一圆銀貨は廢止されて市場から影を沒した 。 

この^正で金貨の圖案から龍圖♦か奶去られ、銀銅貨の龍圖を裏と定めた事は、日淸 
役の1淸國の軍旗に龍の圖が斯ゐられてあつたため一般亂民が龍圖に對して敵慨心や 
などの風潮のためであらぅが、維新當時制定した圖案の精神を沒却したものであ- 
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る。そして貨幣は價位 ぁる 方を全部 表と 一定された事は世の思想* > 物質的に傾いたの 
が 料 心れ、 又五嫩の邮獬と一， 銅 m に齔の齡んだ "圖が 動かれた のは離 鲈の齦で獻！ ^ 

71 く啓やうてう 乙と あら 

國を强調してゐる事が顯はれてゐる。 

明治三十九年に改正された銀貨の裏面に旭日と1花が圖案されたのは、0^淸の役、 
義和圑、日露の役と引績いた武威が世界に輝やき日本魂と武士道と•か顯觀されたも 


のである。 

大正"五年に白銅貨と銅 m *> y ^ r ^ 正 r て鎞衍された。五衝郎龈の恥粼に以が齡た 
れたが 、 f f ての齡で i に S に齡されたと龄ふ。禁£に十1繫が盟 
され、 i たに五翳? 1 !31圖 f 十 imif〆 私れた。そして P に五留 im は S " 
目を 減少し縮小されたのである。 

k ぃで瑟ザ ー¥には五十黯 m の^！が^すれ^广な-、 E も^られ齡 
行された。是が現行の ものである。 

氍八^らこの五平十 f x 詬？藍され«ー ッヶム??て！！衍され 



o 


41 るに到つた •か、- それは一面非常時を物語るものである 

免 S し々ぅ ilAs ご かいせい It ウかぅ ぎんどぅくわ プあん b じ S つて霣 わが乙く#!い せいしんて霣 プ 

大正五年 以後、 改正發行された銀銅貨の圖案•か美術的に なり、 我國體、精神的の圖 
11が歐邮5 < れてゐるのはデ职の一齡が窺知され、特|:注目に價すると考へるのである0 
さて現在行使されてゐる貨幣は、 

大正十1年に改正された五十錢銀貨 大正五年に改正された 一錢、五厘銅貨 
大正九年に改正された 十^、五錢白 ㈤ 貨 昭和八年ょり發行された十錢、五錢ニッヶル貨 

で、 其%‘献府に於て引揚げつつある爲め 、殆んど 市場に見えなくなつてゐる。五錢、 
十配 0? 船 m もーッヶル m と那，へられつつ あるから、 後には是又勢を消す事 


••JSj f ふ^^,フ 


〇 


ざつ 

雜 


わ 


話 


S 5 W ぐわ* S 2ぐわ f いばふ V いてい どぅ：‘ 2 * /わワ‘じウ XJVO ウイ b ^*/ c: u 

壹圓銀貨は明治三十年貨幣法制定にょ b 同三十一年四月一日限り其通用を禁止さ 
れ、郎奶七 w 那漱を麟止された。この一圓銀貨の急あなる引揚げのため今迄 
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この一圓銀貨を免として行使してゐた朝鮮、«^||:.等では1%へを^13たので、引揚げ 

，： uaxf ■ * f > SGJii r-trte てぅ V ふ 5 わん — £ * か s*s 

た一圓銀貨に極印を打つて從前通り流通させる事となし、尙朝鮮、臺灣等の外、威海衞 
鬆 i へもた。 K で imi : ける Si の阳に徑一?2の影ゼ&£:子 

ごくいん ぅ 

ある極印の打たれてゐるの*>それである。 

それから、一圓銀貨は明治三十年以後は貨幣法により發っ一^されてゐない！?であるの 

に、三十的盔の黯の^た1配氍がで-4はく髮してゐる。起は繼&が卽 
の藍ではなぃ。影ノ落、觀¥)に鬆が£された辦、齡に衍て鬆が杭 
針する！？め特に歡られたもので、11の齧によって舞の戴を g ひ？， 
出來 る。 例へば、 


めいぢ 


ねん 


呢邕十七¥のものは的鬆齡 、 g 7一?2のものは舊^ける0?影 if の齡のも 

そ t またベウかんがい‘ょことお, 


し 


) ; > / AJ 承んぎん なが JVC ま方 T つ か A か3 よ こと 

のでぁる。それを知つてこの圓銀を眺めれば、其處に又別な感慨を呼ぶ 事と 思ふ。 


，フ 


KrmKW にも！ if 聚されるものが t 斬は、 _ m 齡き2-れる s でぁら 

匙は ir 氍を£するが髮な礙を 41 ゅせん‘めに繫に恝げたも 
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ので、これは如！：なるものであるかといへば、見本の爲め試鑄されたもの* > 稀に民間 
に現はれたものとか、或は又貨幣を造らなかつた年に外國の博覽會に出品の爲め出品 
するだけ極く少數 I つたものなどである。この博覽會出品のものは如何に少數でも 
形式は大1省"に於て發行した t になつてゐるから年號順に揃へてゐる蒐集家は相"當の 
犧牲を拂つても蒐めたくなる。 

少1發行のものの中今一例を擧げて見よぅ。 

二 十圆金貨明治十年 一一 十九枚明治十三年百三枚 二十錢銀貨明治十三年九十六枚 
十回金貨同 三十六枚同 百三十六枚 十錢銀貨同 七十七枚 
二圓金貨 同 百七十 八 枚同 八十七枚 五錢銀貨同 七十九枚 
一圓金貨同九年百三十 八 枚同 百士一枚 1厘銷貨同 八 百4•枚 
五十錢銀貨！：十年九 +* 五枚同 百七十九枚 

の貨幣は眞に珍らしいもので非常に珍重されてゐ る。 又記錄上多數發行されて 
ゐる税の mtu 射%^ぃもの もある。 ねい m ぬの記的はその和の一月ゎ一日"よ b 十二 
wwHUm : 造られたもの全部にその#を記される •か、 造幣局かすべての記錄は四月よ 
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icnAc わワ*で nA ど C わへ \r > 丨ねん ち 光 {わへいめん 

b 翌年三月迄を年度としてゐるから貨幣の記 f 一致してゐない爲 め、 貨幣面にある 
記年の枚數を實際に調べる事は仲々、困難で ある。 

最近の貨幣の中では大正七年の五十錢銀貨が珍奇で數百圓の高値を稱へられてゐ 
る。この五十錢銀貨は一千二百萬圆も作られ日本銀行へ引渡されたものであるが、市 
場には一枚も出さす、其儘造幣局に引戾され鑄潰されたもの^、本來民間に出る筈は 

い令 わげ これ せうすうし ぢ やう 匁 しうしうか ちんちよ01 ところ ちみ 

ないのに如何なる譯か是が少數市場に散らばり、蒐集家の珍重する所となつてゐる珍 
貨なのである0 

この五十錢•か市場に出されなかつたのは、歐洲戰爭の影響で銀が急 tu 大し、 
發行しても或は鋳潰される懸念*>あつた爲めであつて、それに！^ るべ く!^^^ の^ 
行と なつたのである。そして大正十一 年となり 將來を顧し倫敦銀塊相場 ーオンスに 

つ ペン ス 3いか，か へうじ sx ^- txtt ペンスい|£ゆるいつぶしてん ひんる9冷ラ t く 9 ( X つ*.9 

付き百片を最高價の標準卽ち百片を所謂鋳潰點として品位量目を下げて發行された 
の•か今日の五十錢銀貨である。 ， 

2爲の五十^§のとは£っが群絜でぁる。£は靈に炉て峻じでぁ 
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うら 40上くじつ 1TC % う たがらす はい 

るが裏の旭日の中央に八咫烏が配されてゐるの 
と50 SEN の文字があるのが特異な點で、品位 
の高下は見た所わからない•か、現在のものよ b 


大形で目方も亦重い爲め直ぐに區別出來る。(現 
r 五十 is に§_のぃのは慇 is < i に r も餛3•か m 4ぃに舷 
はれて ゐ るのは屬領か保護國に限られて ゐる 理由で 取 除かれたのである。) 

こんな£に氍の黠を繼へる P 4て齡する s 、 m 舞芻に 
黠した鼪心? 9 ゐる“へば一11£4ず三4<五十|11!!^なぃの 

で、 存在の多い十八龄のものを舻って於て A . の字を研ピー.一の和に歡す。 MVA . # を鱗 
b 取 b 銀蠟を盛り上げて三の字を彫 b 出し十三年の記號にしたといふ^!な譯で ある。 
その¥には^ TrH てしても麥に歡1するぢか g :? ist を I めた is 
が出來 てゐる 
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ぐわいこく き U んくわへい はつかう たと n ん» tl ん 

外國では記念貨幣の發行がよくぁる。 W へばモンローの百年記念とか、ッ H ッべ 
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ンの世界一周記念、ラィンの撤兵記念などいふものが出來てゐる。その事柄を記念し 
奶が1船じ、且之が純益金を以て或は1意義な事業を助けるとか、興すとかするなら 
ば誠に一擧兩#2である。獨逸の一九二九年の記念貨幣は表の中央に柏の大木•か根を張 
つて繁茂してゐるが、尖端に三本の枯枝がある。是は世界大戦によつてアルサス 、 P 

し 3 うしな こと あら 乙と これ み ドィツ r .< 

1レン、ォスタリーの三州を失つた事を表はしてゐるとの事である。是を見た獨逸國 
民は奢起してこの枯枝に葉を繁らせるべく努力するは必然の事で斯かる方面に迄貨幣 
を！：船する獨配人の反撥力が戰後僅か十餘年にして隣邦をして恐れしむる力を復舊し 
たのだと m? ふ。^ r 後我 i に於ても何等かの機會に斯ぅいふ記念貨幣を發行して、圖案 
の善用(:よ b 所期の S 5的を連成する爲めに新に法の制定を圆られたいものである。 

二、哪從此前の戴槪 

くわう てう X U だい 

皇朝錢時代 

の賞幣に和て御說するには P づ"遡って我配の貨幣の起原から1•き起さね 
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ばなら ない。 

第十八代反正天皇の御宇に金銀銅の三錢が行はれたとい ふ 事 ♦か 文獻に見えた最初で 
ある•か、 これは信するに足らぬ妄斷で ある。 次に第二十三代顯宗天皇の 二 年に銀錢•か 
行はれたと云 ふ 記事 •か 日本書紀に出てゐる •か、 この文は支那後漢明帝の永平二年紀に 
あるのと 全く同じもので、この美文を轉籍し歷史を飾つたもので あるとの 說 •か 當を得 
てゐる。云 ふ迄 もなく此文に該當する實證の何ものもない 
第三十三代推古天皇時代からは支那との交通漸く繁くなり、其の文化 •か 我國に移入 
される樣になつた 時、 隋朝の五銖錢や唐朝の開通元寶錢など •か 行使され、一般に便益 

を與へてゐる實際を見て來た歸朝者 •か、 それを眞似 


〇 


⑩0 


ぜ ic つ < す I8 TS 

て錢を造つたでぁらぅと推定される 

だい だいてんむてんのう はぐ II う ねん 

第四十代天武天皇白鳳十二年に 


〇 


夏四月戊午朔壬申詔日自/今以後、必用=銅錢 I 
莫.用-,銀錢 r 乙亥詔日用&莫“止 ( SI ) 
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こ せぅちょく ar ん V / C どうせん - CAC . れ につは又3いしよ <ゎへ v » 

此の詔勅にある銀錢、銅錢といふのは「和同開珎」錢 、で是 が日本最初の貨幣であ 


一般に第四十三代元明天皇の 

和銅元年五月壬寅(十一日)始行=銀錢〖又七月丙辰(二十六日)令 H 近江國鑄二銅錢 


わが < ic ちうぜん かうし 


これ げんみやぅてんのぅご AN 


とあるのを以て我國鑄錢の嚆矢とし和同開珎を之に當ててゐるが、是は元明天皇御卽 

P 上 vn ん けいラん ねん 

位の翌年(慶雲五年) 

和銅元年春正月乙巳武藏國秩父郡獻和銅、詔日中略故改，一慶雲五年一而和銅元年爲而御 
世年號止定賜云々 ( gg ) 

とあ-^配が妒船と畝筘されたのであつて、この阶銅との阶同とを同一義と混同 
しての！^で、的0?では！^© , 1 ^1}^ 那の铲(紀元一三四四年頃)旣に和同錢の行 
使のあつた事•か有識者間に盛んに唱道され、其說•か有力視されてゐる。 

物價の狀態が五厘銅^:でさへ使用される機會がない位になつてゐる今日では、穴あ 
きの 一 I く配 m と？れ〒、さなくとも 一 S かと影にされてゐる 


Digitized by Coogle 


Original from 
KEIO UNIVERSITY 



朗 


•か、 元明天皇時代には この 一文錢も伸々價値がぁつた もので、 

元明天皇和銅四年五月 

己未以，，穀六升，當 U 錢一文；令=1百姓交關各得，，其利 I 
とぁつて今日一文錢の和銅開珎で私(玄米)六升買へたのでぁる。 

併し此の時代に錢の通用されたのは、王城附近の五幾內ばかりで、一般に錢遺ひは 

ふ 9 ふ を*! ち IX うや tt ぶつかうぐわん Sr こな 

普及され す、 其の他の地方は矢張り物々交換を行つてゐたので ぁる。 

次に和！£錢の銀錢は銅錢に對して何程位の價値♦かぁづたかと云へば第四十四代元正 

てんのう々ラらラねんしゃラぐわつ 

天皇養老五年正月 

丙子令， 4 K 下百姓以11銀錢一一當キ銅錢二十五^;以=銀 I 兩一當1二百錢一行=用之一 

とある〇 

和同開珎錢は製作の古朴なものと精美なものとに二大別され るが、 前者を元明天臬 
以前のもの ふし、 後者を以後のものとして取扱つてゐ る。 

だ S だ siis/c fc んてんの，てんぴ上う It lr l ; ねん 霣ん - r んかい*しよう 1 X9 «r A せん尨 S へいげん It う ちラざう 

第四十七代淳仁天皇天平寶字四年に金錢開基勝寶、銀錢太平元寶が鋳造されたと 
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思はれる。 

和同錢以後 

第四十七代淳仁天皇天平寶字四年以後萬年通寶 第五十六代淸和天皇貞觀元年以後鏡益神寶 
第四十八代稱德天皇天平神餿元年以後神功開寶 同 同 十一一年以後貞@ 氷 寶 
第五十代桓雙皇延曆十五年以後隆平永寶 第五十九代—天皇寬平一一年以後寬平大致 
第五十一一代議天皇弘仁九年以後 富一霖寶 第六十代醍醐天皇延喜七年以後延喜通铤 
第五十四代仁明天皇承和二年以後 承和昌寶第六十 二 代村上天皇天 德二年以後乾 元大寶 
同 同 嘉祥一一年以後 長年大寶 

•か if f れてゐ气絮氍、娜鬍^二^1ぃて和同開？--髮裝0の1 

を古錢家は皇朝十二錢 i 呼んでゐる。 

齡ょ - の斬なく系の8を裝に繫い5,@11,11として氍したの 

である。 
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$p 々生 じ だい 

鎌倉•桃山時代. 


S 黠氍になって^に齡| ? れ？ダふ爵とぶ S の_の_な ii 
♦かある•か其の鑄造地方は未だ疑問で、確說♦かない。 

轚うえい n . んかん み // vs Jfe ft 无いら<つう tt 9 せん >びた •>>SIC ふ ^ »このせ te, 

應永年間ょ b 明の成祖の鑄た永樂通寶錢♦か夥しく移入され此錢が甚だ糙美で立 

&だった&めに■が r れ、 r 霧 rif て s んに衍&された"?氍 

の銀の獻に Mt はれる程になり、永錢何文など云ふ良い錢の異 f 迄なったのである。 

乙ら cTr んそ えい い 〇やぐじ 尤い じ 1 ち 乙れ 乙んどく なか x 

(古來田租を「穎」と云ひこの略字として「永」字を用ゆ、之と混讀する勿れ) 

しか%し**つ - r / c ご <»いた しん V い 0 ょ<す 2 >允& it e »< * cr , 吹 SI 5 1 / C X: / 

併しながら足利末戰國期に到 b 中心勢力の衰退と共に粗惡な鍤錢と呼はれる私鋳錢 
♦か^<!し1め、妃 i & r 齡的な.齡歡.か何られる！!になって來た〇この sl 錢に就ては 
これから爭事•か絕ぇず起 b 夫に關する法令が種々出てゐる•か、夫等は今省略する9 

とよとみひで J: し ちう V ふ A — しろ 乙と tt る , q れい W んぎん え S らくつう IX う I4r ん ぎんてん七キ 19 

豐臣秀吉の鴒錢には面白く異った類例•か ある。 それは金銀の永樂通寶镫ゃ銀の天 JE 
歜粑、対齡齡15 •か flf 9 れた珩 である。逛鲈 の把は船 m としてでなく钒與とする事& 
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今. ft ••くて® つく てんしゃぅ n ん し&プせい tt つどぅ «ん «r だはらせい tf ウお X r 5 

主な目的で造られたのでぁつて、天正十五年の嶋津征伐同十八年の小田原征伐及び朝 


Y ん え&とう ぶこう し♦うし 允ま 

鮮の役等に武功の將士に賜はつたものである 


〇 


しまプせいばつしゆつぢんあ P さま 

鳩津征伐出陣の有様は 

ぐわん ttc どのつい光ちしゆつば ぢ々ぅな1 

關白殿朔日に出馬一定也 


うん/、きんす れう！ VC %** を つな くわん 1 C んゎ毪がげ C . れ 

云々金子の料足紅の緖に槃ぎて一貫づつ五人脇掛に之 


■«,>•• , 3 ん fir ん A うま WB う/ <.. 

を持ナせられ金銀を負ひたる馬十六匹云々(多門院日記) 




0 


また 5 r だはらせいばワ あ53ま 

又小田原征伐の有様は 

吹貫旗百五十本、小旗數ふるに遑ぁらす、黄金 

まいプ >だ うま び啓 ひと P ごと 莕んせん ぐわんぐ b 

三百枚宛を駄する馬十匹、一人每に金錢一貫を頸 


に掛けしむるもの五人- 


云々(峨津久保譜) 


とぁつて賞賜用とした事は明 g となつてゐる(•に，诹氣と祇じぁる奶 g 

ざい これら うち てうせんえ豸 せんりひんすなはてうせんちぅ かん 5* 

在してゐる•か、是等の中には朝鮮役の戰利品卽ち朝鮮鑄のものではないかと考へられ 


るもの*>ある) 


1 

力 


ひでょしてんか とう ごしゃくわ S やう々つうくわ ひつえう せま 啓 

て秀吉天下統一後社會は漸く通貨の必要に迫られて來たのでぁる 


〇 
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天下の實權 *> 家康の手に移つて慶長六年金銀の制を定められたが、辦に M ては•か 
に慶長年間の慶長通寶と元和年間の元和通見•かあるのみである。 

而も是等は極めて少額の鑄造で國內一般の需要を滿たすに P らなかつたと g はれ 
る。その爲め海外貿易に接觸ある長門、九州地方ではその必要に迫られ私鋳されたも 
の•か少なくない。 

だいし今うぐんいへみつぐわんえ S はじ ま みと ぐわんえいつうはうちうざう 啓ょか てんか 作广へ r 

三代將軍家光の寬永の初め先づ水戶1:寬永通寶の鋳造を許可したが、天下泰平とな 
つて追々文化の進步に伴ひ、經濟社會の發達から益パ錢の不足を告げる1:到つたので、 
同十三籾！ k ", 僧正が建歜にょ纟 & P 、 紀和の1ーヶ所に歜嫩を叱じ、野十四街には於 

V ん龙•い k 允か光 > 金つ4と ょしだ をかやま 1#がと 免けだ しょ め S だい<て》 くわんえいせ/,ちうざラ 

仙臺、高田、松本、吉田、岡山、長門、竹田の八ケ所に命じ大々的に寬永紙を鋳造し 

じ S 无9 » ft う ぐわんえい vyc いぐわいい*&でつラょう と as #// し i う 》んし つうくわ 

て需要を滿たす一方、この寬永錢以外の今迄通用してゐた渡來 i の使用を禁止し通貨 
統一を圖つたのである。 
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射ょ？浴は鬆に松て黯は i と i つても irg め ii の’ SMiiT 卽 

と 云ふ面文で鑄造されたから此の寬永錢の種® I は非常に.®? M 4 f ある。 

寶永五年四月 r ら寶把 t 寶とぃふ齡十 m の十儆 ) が歡衍された♦か、！^か 
ら紙はれて^一^らすゝ對六奶一^に辭を繫されてハった。 


めい-5はじ a で 


lr れ S ft かくわんえ S つう tt 9 


せ 1 C はじ てっせん ち9ざう 


げスぶ//ねんかん 霣んぎん たい ひ*.ぜ 1 C はじ てつせん ち9ざぅ やぅ 

元文年間になつて金銀に對する比價から錢に初めて鐡錢が鑄造される樣になつた- 


レごかくし上 Alr てっせん る ゐ どうせ//いぜん ちうざう 

以後各 F に於て鐵錢が鋳られて居る が、 銅錢も依然として鑄造され てゐる 


めいねん •ぐわフ 知もてくわんえいつうはううら なみ；；た LXFS うしつ方う - ttx もス - ttx ほい 

明和五年五月から表は寬永通寶で裏に波形のある眞鍮質の當四錢(一文錢の四倍、 

め s -5 B んつう i う はつかう II みが允 f X 

明治となり二厘通用)*>發行された。この波形ははじめ二十一あつて二十一脫と呼ば 
れて居るが、翌年には十一に數を減らされたので ある。 

S 六？一がら！？ sfr ぁる靈 Kfer れてゐる二 rSI に ！！ svi 
ぁる H く一還の百 i に ? rt 2影となつて八1|1|)髮は五^对で 

*/v ん ばい ナ ひじやラ 9え浮 卜<はん V r てんぉう4>ん し 

一文錢の五六倍に過ぎないから非常に利益があるので、各藩に於てもこの天傲錢の私 
i が觀ん fef た。 f 四 SSS は影の MMWrlfr れ f ので 、 M 


しんちゆうしワたう せん 


”ん -C ん ばい 
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府の赤字は是によつて一時救.はれてゐる。 

萬延年間から當四錢にも亦鐵錢♦か鑄造されるに到つた。又文久三年から文久永寶と 
いふ當四錢•か出来てゐる。勿論これにも裏に波形*>あり(明治となり一厘五毛通用) 


こ 


めんぷん を SSS II ら t し上の* • み«がいたくらすばぅのかみかつしプまワ龙ひら无ワちぅのかみょしなが ふで 

の面文は小笠原圖書頭長 行、 板倉周防守勝靜 、松 平越中守慶がの筆になつたもの 


〇 


である 

是等の錢は金座、銀座で造られたものや請負の座、奶は藩で5^を得て獻齡したも 
のであるが、其啦拟かに鋳造したものも_齡に約くある0世此では啦バ瓣は觚跖でぎ 
たと說く人があるが、之はひどい間違ひで銅座に於ては決して錢を鑄られてゐないの 

どぅざ こんにち S どぅ せんばいきょくごと 

であつて、この銅座とは今日で云 ふと 銅の專賣局の如きものである。 

. k 永錢は永い間鑄られその種類は非常に多いと前に述べた が、 その爲めにその k 別 
は仲々容易でない。その中背に記號のあるものはそれに依つて大體鋳造地が判るが、 
之のないものは書體とか銅貨、手法等を基として鑑別されるのであるから、古 m 家の 
中でも初心者には區別がつき難いものである。 
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*.< 

各 


地 


ぜん 

錢 


ぜんしゃぅあ 


しゅ 


H - A ひざ ばんち* 


はんちぅひん なか <5んえいつぅ 


前章に舉げたもの U 主として請負座か藩鑄のものであるが、藩鑄品の中には寬永通 
寶 ilk ふ而文を用ゐないものや形體を異にした錢が山出來てゐる。 

まん i ; ねんかん なが3.& ぼうえ啓上う ちうざう ぜに し 

萬治年間、長崎で貿易用(:鑄造した錢は支 
那宋代の錢文を使用してゐるが、支那錢とは 
書體が全然異つてゐる。是は幕府に於て猥り 

くわんえ S つうはうめんぶん もち こと ゆる 

に寬永通寶の面文を用ゐる事を許さなかつた 
爲めである。丁度その頃明末の忠臣鄭成功が 
軍備のため幕府に應援を依賴して來てゐる。これは1 1{: 於て應じなかつた♦か、もし 
この時この申出を承知し援助を惜しまなかつた としたら 當時の船洋史は如何なる變化 
を見せた事か、何とはな t (: 惜しい様な氣•かすろ。鄭成功は1姓爺合戰で有名なもの 
であろ。前記の次第で公けではないが、長崎の鋳錢場(:於てその時永曆通寶といふ明 
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錢の錢銘の錢が鑄られてゐる 。これは この鄭成 

こ0 と& みと 

功の時の ものと認めら H る。 

てんめい ねんせんだい tx ん> 1 いつうよう せんだいつうは*' 

天明四年仙臺で藩內通用として仙臺通寶とい 
ふ鐵錢が鑄造されて居る。これは我阈始めての 
撫凡の錢である。 

安政三年箱館で發行された箱館通寶といふ鐵 
錢は、普通の丸形である ♦か、 穿♦か「丸」と「八 

かく し^どく^う い 

角」の二種あつて^'創のものと云へる。 

乙 はか はんせん てんゆう；；た 3つ3:2>う豸うつうはう ちぐぜん ちくぜんつうはう とさ とさつう It う 

此の外の藩錢には天保型では、薩摩の琉球通寶 、筑 前の筑前通寶 、土 佐の 土 佐通寶 

t 上びとさぐわんけん かなざは か无つのうつうよう ち vr か 6りをかどうざん いけい あきた むこ‘う 

及土佐官 券、 金澤の加越能 通用、 盛岡の辎岡銅山があ5、異形のものでは秋田の無孔 

* るが允は 6ん 允 -9 V / C つば；：た ほうわう け プ たう せん ちゃう IX うけいまるあなどうざんしはう せんだい 

丸形波紋の當百錢、鳄形で鳳凰と八卦の圖ある當百錢、長方形圓孔の銅山至寶、仙臺 
領細倉銅山の細倉當百とある鉛錢 、米 澤の價二百とある楕圆 i 四角の二種ある鉛 錢、 

みと ゐ とら プ ふこ4やうへい だいこく プ じゅひなんざ//ぜに 

水戶で鑄られた「虎の圖と富國强兵」ふあるのと「大黑の圖と壽比南山 I とある錢な 
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■四 m 容いふ能 r あった。服し餛肥は慈「四 m 黯 fe 八が」と云って、 
鍪四 mr # ねは八 f いふ iFrnv Mr 褽 r て&-、その嫩れ 
か^順を P れば k k に M 緊はケ K を^のであつて、術へば^1:的すればだ 
d: L と ！^£^#1 和を ix け、 ^ か T^ 辦すれば 1 iA5 が難儀を®^のであったから爲 
髮は鬆繫の，ハランス H とに P " を歡し S である。 
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一 if 緊は f の■越 p 资 i ;> ものとしたから、 M も^て i ;#5; と 
な彳■の ^ m 綴が气絜凹 S 百 m とい^影 r がっ藝 S : 来 

る r な-_にがして i の於が S に 1:1" なった！！め skit ? 四影百と？ 
五って繫には六*2にも篇した。^1,徒が^鼓を，打5らしお1^して 


く. c ん い C ぜ ICS ぅ tf げらく つぅば I 

「一貫三百ドゥデもょい」と云ふのは此の錢相場の下落を痛罵したものである 


〇 


ぜに *«> ぅ ざぅ はふ 

銭の鑄造法 


ft つく か yt <に じだい X し ゆ へんくわ を C > と つぐ こんにち ぐわへい 

錢の造り方は國と時代に依つて種々變化して居 b 、 玆に說き盡せない。今日の貨幣 
は肌胎のポ f T ? 穿)の黯を H て S して r ので tv 街 S : X 2 把 i 
の|^於は先づ»?一に原型となる錢を彫り上げ、(是を彫母錢と云ふ)是を二つの砂の 
f で fipf 、 それ&を錾んで、「縱1!」を^、磐は撕齡 
紙を肌ゐて祇と嘥じ私戤で銅を似て「銅艇齡」を鑄造し、妃後にこの銅11 i (妒に"母 
m 、 歡,又は種錢と云ふ)を用ゐて同様の手法で通用の銅錢或は鐵錢を鎢出すのでぁ 
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>*ちろん ft しぅ ib あな なか知上 5¢ぅめん♦す9といし％つす しあ 

る。 勿論鑄物であるから周圍や穴の中及び兩面は鑪や砥石を以て磨り仕上げをしてあ 
る。 この種錢は何枚と勘定じ職工に渡され一枚の紛失に も嚴 重な處罸を 受けた。 


ざつ 

雜 


わ 


話 


〇 


盔 P 雲するに M ての i & frl^r 影 s ,« 1 ii したので t から、齡 
の！？.さを i 酚卽栌 I ルとし m « ーボ(齡似吖^«的酊の_尺八分)と定められた 
それで^^歌^ T の抓爬のものは柿の妒船を歡敗 i してゐるが、元 if 頃ょ亂れ 
輕量薄少 P なつて仕舞つた。是は柳澤、田沼等の爲政者1:ょつてなされたものでぁる 
ゲ日足袋の文數はこの一文錢から出たので、 

易1: わかる 譯で ぁる。 


0 


上ラ 


6んぶし を なが 

文八分と知つて^ればその長さは容 


寬文八年から江戶龜戶で鋳た錢の裏に「文」の字がぁるので世人は之を文錢と唱 

乙のせ K ゆびわ 40 -«• るとうみ つ しよ'*;. ゐ bJ «> うなん»なん X 

へ、 此錢で指輪、煙管等身に附けるものを造 b 所持して居れば、病難、危難を除ける 

い めいしん これ ひで よ 9 つく S - やうとは うくわうじ だいぶつ 4 乙は どう ざいれう 

と云ふ迷信がぁる。是は秀賴の造つた京都方廣寺の大佛を取 b 毁した銅を材料として 
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11られた錢だから、佛體が我身を守つて下さると云ふ所から出た迷信で ある。 

世間には今でも大黑、姪子、七顆神、駒引、念佛、題_の錢をょく見ぞける。か 
ぅいふ品は一般に繪錢と稱されてゐて民間好事者に賣る爲めとか、迷信等の Se 的から 
造られたもので、決して通貨ではない。併し昔は大ざつばから通貨と殆んど同形同量 
のものは通貨 i 一緒に授受して平氣でゐたものである。まして繕に百文も刺されて居 
ては、夫を受 t る時 l 35 c ? < 改めた5して居られぬから此の繪錢 どころ か煙管の雁首 
のもげたものを打平めたものや錤の座等迄ぼじて居る事がある。 

% TCV ふいぶ%つ をざつ*ザん あな い C ど1 S うぎ A う 

それから穴一錢と云ふ分厚なそして粗雜な繪錢は 、穴 一と云ふ子供の遊戯用として 

出來たもので ある。 又鏡屋錢と云つて役者の紋の繪などを畫いてある丸穴のものも亦 

兒戲に供されたもので、共に今日のメン n の前身で ある。 (終) 
附記以上は本邦®<の中 S に就ての略述に過ぎない。故に我が國今日迄の經濟史的 f を® S するに 
は甚だ不充分で あるから、 他日の機會に於て明治以前の金 f 幣 、紙幣 類及び本邦貨幣の源流た る 支^ % 
格に就て一般的記述をしたいと思つてゐる。 




昭和十 ¥ 十 K 廿五 . H 印刷 定憤金十^ 
昭和十年十一月一日發行 送料二錢 

著3田 中啓 文 

s T 針#**協 1 i 代表理事 

0 » 龍=小松雜助 

の 抜 

I 括^ R 印 a 者 堀 修 造 

東京市牛込 RmBT 七番地 

發行所 em 随 K 町 石 一^細 A® 社會敎育協會 

小石川 七五〇九番 
振 B 口座*京二}八三番 





同志を求む 

廣く闻志を求む。本命はどなたでも肚#敎 W 
に H 心をもつ人々 S 入众を歡迎いたします。 

人會褥は寄面又はハガキに住所•氏名•業務 
及 年月日を 寄き調印の上御痊出し>* 3 い。 

□特 典 

會貝には機關紙 sh 會敎有新報(月二拟)及び It 
會敎育 バンフ レット (月 二罔)倚人講座 (月 一囘) 
民衆文摩 (月 1 IBJ ) を無代送本いたします。又溝 
演講《展 *# 等の幹旋及び各種相软調査の御依 
親にも應 じ t す。御滄慮なく御利用を願ひます 

□ 0 費 

ーヶ月五十31、半年參鼷、1年六圔、すべて 
前金の C . と。_人會の際半年分以上御拂 a を K 
ひ t す。1 1 送金は本會振替口座二一八三番へ W 
彿込卩 3 れぱ最も漼萁であります。 


役 員 

串 

會 長 法 s a ±5 JR 阪谷芳郞 
理事長 法事® ±*981 穗稹重遠 

常務理事 小松嫌助 
理 事 東京期日新 S 主 SI 緒方竹虎 
理 車 前大阪毎日新闉—城戶元亮 
理 亊 文部*1局畏菊池盟三郞 

理 事 日 i 髮式*装正田 fl 一郞 

理 事 東京5高—下村 B 一 
理 事 文部*菁通® RES 河原春作 
理 事前1通局長武部软 一 
理 亊柬— S 士那須 皓 
理 亊 宦內省拥用掛 S 二荒芳德 
里¥中央氣象*理事博士 藤原^-平 
理 車 衆議院 SA 牧野良三 
理 事 三#—？ it 理事三好重道 
1 事 農林 A 務次官守屋榮夫 
浬 事 文部 s * s § 山川 建 
M 事 三井 mlfe 株式會§米山梅吉 
乾 亊 第一銀行副頭取明石照男 
監 ». 岩田宙造 
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